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グレイとシーベルトの関係

◆組織加重係数
組織・臓器 組織加重係数 組織・臓器 組織加重係数

乳房 0.12 食道 0.04
赤色骨髄 0.12 甲状腺 0.04

結腸 0.12 唾液腺 0.01
肺 0.12 皮膚 0.01
胃 0.12 骨表面 0.01

生殖腺 0.08 脳 0.01
膀胱 0.04

残りの組織・臓器 0.12
肝臓 0.04

◆放射線加重係数
放射線の種類 放射線加重係数

光子（ガンマ線、エックス線） 1
電子（ベータ線） 1

2陽子
アルファ粒子、核分裂片、重い原子核 20

中性子線 2.5 ～ 20
（エネルギーの連続関数で設定）

シーベルトの値　＝　グレイの値　×　放射線加重係数※1　×　組織加重係数※2

※1　放射線の種類による影響の違いを表す
※2　臓器等の組織別の影響の受けやすさを表す　

出典：ICRP「Publication 103（2007）」より作成
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放射線放射線
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シーベルト（Sv）
放射線が人に対して、がんや遺伝性影響のリスクを

どれぐらい与えるのかを評価するための単位
（1シーベルト＝1000ミリシーベルト）

グレイ（Gy）
放射線が物や人に当たったときに、

どれくらいのエネルギーを与えたのかを表す単位
1グレイは1キログラムあたり1ジュールの

エネルギー吸収があったときの線量


